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１．今年度の研究概要 

小児 1型糖尿病においてはインシュリン療法、食事療法、運動療法を一生涯にわたり行う必要が

ある。近年の治療方法の発展でインシュリン注射による血糖コントロールは以前に比して簡便かつ

良好になってきたが、一方で食事療法への意識が低下する要因となる可能性が示唆され、肥満患者

が増加している傾向にある。また小児に発症し、成長や合併症等の経過まで検討する必要があり、

長期で栄養指導を介入し、その効果を検討することが極めて重要である。しかしながら、継続的か

つ長期にわたる小児 1 型糖尿病患者を対象とした栄養教育に関してはほとんど報告がない。そこ

で本研究では、12 年の長期にわたり、教育キャンプ時および普段の栄養教育を長期継続的に介入

することで、肥満や治療にどのように影響を与えるかを前向き介入の臨床研究で明らかにすること

を目的として検討を行った。 

平成 29年度の教育キャンプにおいては、教育キャンプ参加者全員を対象に、食事療法の基本的

事項に関して集団的栄養教育を実施した。キャンプ後において介入群には継続的に栄養教育介入を

実施し、介入群、対照群ともに追跡調査を行った。また、治療食に関する開発も行い、栄養教育の

礎とすることができた。 

平成 30年度以降も引き続き研究を継続する予定である。 

 

 

 

 

２．研究の成果 

平成 29年度の研究に関しては、予算や進め方の関係上、研究計画を変更せざるを得なかったが、

その中で最大限結果を出すように善処した。 

小児 1型糖尿病の教育キャンプへの参加と、栄養教育の介入とその効果に関する検討では、現在

も継続中であるため、今後さらなる研究成果が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                           

３．研究成果の公表実績・予定（年月日、方法） 

【論文】Meshitsuka S, Shingaki S, Hotta M, Goto M, Kobayashi M, Ukawa Y, Sagesaka YM, 

Wada Y, Nojima M, Suzuki K. Phase 2 trial of daily, oral epigallocatechin gallate in patients 

with light-chain amyloidosis. Int J Hematol. 2017;105(3):295-308 

 

【学会発表】岩澤里奈、宇於崎仁美、西村一弘、藤原恵子、立川恵美子、佐々木香織、和田安代「小

児 1型糖尿病患者における食生活の現状と長期継続的栄養教育介入に関する検討」第 21回日本病

態栄養学会年次学術集会、2018年 1月 

 

【学会発表】藤村優衣、藤田紗妃、和田安代、菅野義彦、榎本眞理「大学病院における食物アレル

ギー患者に対する栄養・給食管理」第 21回日本病態栄養学会年次学術集会、2018年 1月 

 

【学会発表】根本華歩、小林拓、上野明紀、黒沼智、竹内修、和田安代、日比紀文「高脂肪低炭水

化物食がマウスの腸管及び腸内細菌叢に与える影響」第 21 回日本病態栄養学会年次学術集会、

2018年 1月 

 

【学会発表】原純也、佐川敬一郎、和田安代、塚田芳枝、大庭みずき、大島真理子、工藤正美、田

中美江子、藤山未紀、松野さおり、道脇幸博、菊谷武、丸山道生「北多摩地域におけるシームレス

な栄養情報提供を目指した取り組み・栄養士向け研修会と実態調査報告」第 21 回日本病態栄養学

会年次学術集会、2018年 1月 

 

【学会シンポジウム】原純也、佐川敬一郎、塚田芳枝、大庭みずき、大島真理子、工藤正美、田中

美江子、藤山未紀、松野さおり、和田安代、菊谷武、丸山道生「北多摩地域におけるシームレスな

栄養情報提供を目指した取り組み－在宅に向けた研修会と実態調査報告－」第 33回日本静脈経腸

栄養学会年次学術集会、2018年 2月 

 

【報告書】平成 29年度老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業 

摂食嚥下機能低下者への介護保険施設等における食事提供及び退院退所時における連携の実態等、

嚥下調整食の提供のあり方に関する調査研究事業報告書 地方独立行政法人 東京都健康長寿医

療センター、2018年 3月 

 

【講演】「栄養学の基礎と AL アミロイドーシスにおける栄養管理」日本赤十字社医療センター、

ALアミロイドーシス患者の会、2017年 

 

【学会発表】根本華歩、鈴木憲史、宮崎寛至、和田安代「ALアミロイドーシス患者における食生

活と消化器症状に関する検討」第 64回日本栄養改善学会年次学術集会、徳島県、2017年 

 

【学会発表】阿部智香子、高瀬真紀、中村麗奈、藤原恵子、西村一弘、酒井雅司、海老原努、山本

航、細江学、和田安代「地域包括ケアシステムにおける高齢男性を対象とした管理栄養士介入の有

用性」第 5回日本在宅栄養管理学会年次学術集会、東京、2017年 

 

 

 

 


